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第
一
一
四
回 

 
 

史
跡
巡
り 

  
第
四
十
三
回 

 
 

友
呂
岐
会 

  

同 好 会 紹 介  

 

6
月
4
日
交
野
市
内
最

終
の
史
跡
巡
り
を
43
名
で

実
施
し
た
。 

6
社
寺
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に

栄
枯
盛
衰
の
歴
史
が
あ
っ
た
。 

            

図
の
よ
う
な
「
私
部
城
」

が
平
城(

ヒ
ラ
シ
ロ)

（
天
守
閣

が
な
い
城
）
で
あ
り
物
見
櫓

(

ヤ
グ
ラ)

程
度
で
は
あ
る
が

東
高
野
街
道
・
磐
船
街
道
・

か
い
が
け
の
道
の
3
つ
を

抑
え
る
重
要
な
所
で
あ
る
。

次
に
天
の
川
を
中
心
と
し
て

農
業
が
盛
ん
で
米
等
の
倉
と

郡
衙(

グ
ン
ガ)

が
あ
り
、
栄

え
て
い
た
郡
津(

コ
ウ
ヅ) 

 
 

集
落
が
あ
っ
た
。 

   

私
部
城
址 

 

を
見
学    

更
に
壬
申
の
乱
で
没

し
た

３９

代
弘
文
天

皇
の
御
陵
と
言
わ
れ

て
い
る
丸
山
古
墳
に

登
っ
た
。
現
在
は
家

屋
の
多
い
町
の
中
に

あ
る
史
跡
を
訪
れ
感

慨
深
い
一
日
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

7
月
30
日
友
呂
岐
会
を

79
名
の
参
加
で
実
施
し
た
。

梅
雨
が
明
け
ず
心
配
し
た
天

気
も
晴
れ
上
が
り
楽
し
く
見

学
が
で
き
た
一
日
で
あ
っ
た
。 

バ
ス
2
台
で
出
発
、
阪
神

高
速
湾
岸
線
を
神
戸
に
向
い

渋
滞
も
な
く
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
に
あ
る
神
戸
花
鳥
園
に

到
着
し
た
。
フ
ク
ロ
ウ
や
ミ

ミ
ズ
ク
、
ま
た
沢
山
の
鳥
た

ち
の
シ
ョ
ー
や
色
鮮
や
か
さ

に
感
激
を
し
た
。 

       

園
内
は
花
の
手
入
れ
も
行

き
届
い
て
お
り
、
職
員
の
苦

労
を
感
じ
た
。
昼
食
は
き
れ

い
に
咲
き
誇
る
花
の
下
で
、

バ
イ
キ
ン
グ
料
理
を
堪
能
、

満
足
し
花
鳥
園
を
後
に
し
た
。 

昼
か
ら
は
湊
川
神
社
に
向

か
い
、
ご
祭
神
で
あ
る
楠
木

正
成
公
に
つ
い
て
宮
司
さ
ん

か
ら
お
話
を
聞
き
大
楠
公
の

理
解
が
深
ま
っ
た
。
そ
の
後

西
宮
に
移
動
十
日
え
び
す
や

開
門
福
男
選
び
で
有
名
な
西

宮
神
社
を
お
参
り
し
た
。 

最
後
は
全
員
が
楽
し
み
に

し
て
い
た
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
西

宮
工
場
の
見
学
と
試
飲
を
楽

し
み
、
心
地
よ
い
眠
り
の
中

無
事
に
帰
着
し
た
。 

       

「
社
交
ダ
ン
ス を

楽
し
も
う
」 

八
木
俊
孝 

社
交
ダ
ン
ス
同
好
会
も

発
足
し
て
六
年
、
会
員
十

五
名
（
男
七
名
・
女
八
名
）

で
月
三
回
練
習
し
て
い
ま

す
。 西

川
先
生
の
基
本
ス
テ

ッ
プ
か
ら
の
親
切
丁
寧
な

ご
指
導
で
、
ワ
ル
ツ
・
タ

ン
ゴ
・
ル
ン
バ
も
踊
れ
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

     

ム
ー
ド
音
楽
に
合
わ
せ
た

軽
や
か
で
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

ス
テ
ッ
プ
、
更
に
「
他
の
カ

ッ
プ
ル
よ
り
格
好
良
く
、
上

手
に
踊
り
た
い
」
の
競
争
心

も
芽
生
え
て
日
常
生
活
の
ス

ト
レ
ス
を
解
消
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。
健
康
に
よ
く
、
身
だ

し
な
み
の
気
配
り
、
相
手
へ

の
思
い
や
り
等
を
教
え
て
く

れ
た
社
交
ダ
ン
ス
。
こ
れ
か

ら
も
長
く
続
け
て
い
き
た
い
。 

皆
さ
ん
も
、
社
交
ダ
ン
ス

を
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。 

球
友
会
（
ゴ
ル
フ
同
好
会
） 

「
寝
屋
川
球
友
会
」
は
12

年
前
、
五
班
の
高
橋
さ
ん
を

中
心
に
、
現
役
時
代
は
職

場
の
仲
間
と
楽
し
ん
で
い

た
ゴ
ル
フ
を
、
こ
れ
ま
で

と
違
っ
た
地
域
の
OB
仲

間
と
親
睦
を
深
め
な
が
ら

気
軽
に
楽
し
も
う
・
・
と

春
と
秋
の
気
候
の
良
い
時

期
に
コ
ン
ペ
を
続
け
て

22
回
を
数
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
30
人
の
会
員
の

中
か
ら
20
人
前
後
が
参

加
し
和
気
藹
々
と
行
っ
て

い
ま
す
。
会
員
の
声
か
ら
、

奥
様
の
参
加
も
歓
迎
し
22

回
大
会
か
ら
は
奥
様
も
会
員

と
同
じ
条
件
で
参
加
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
入
会
金
は

二
千
円
で
主
に
通
信
費
な
ど

に
充
て
て
い
ま
す
。
次
回
は

9
月
28
日(

月)

に
計
画
し

て
い
ま
す
。
会
員
以
外
の
方

で
参
加
ご
希
望
者
は
幹
事
の

森
口 

克
ま
で
連
絡
下
さ
い
。 

℡8
2
1

‐1
22
2
 

         

蕎
麦
打
ち
へ
の
お
誘
い 

 

あ
な
た
も
、
本
格
的
に
蕎

麦
を
打
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

開
催
は
毎
月
第
二
水
曜
日

10
時
～
13
時
、
寝
屋
川
市
民

会
館
で
行
う
予
定
で
す
。 

会
費
は
道
具
、
材
料
費
込

み
で
一
回
、
３
５
０
０
円
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

蕎
麦
打
ち
で
い
い
汗
を
か

い
た
あ
と
試
食
会
で
交
流
を

深
め
ま
し
ょ
う
。 

興
味
の
あ
る
方
、
ご
連
絡

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

川
上
正
夫 

℡0
9
0-

67
51

-9
30
3 

  
 

（
編
集
後
記
） 

 

今
25
号
よ
り
１
面
の
タ

イ
ト
ル
を
横
書
き
に
し
ま
し

た
。
本
部
松
愛
も
横
書
き
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

読
み
上
げ
ソ
フ
ト
へ
の
対
応

が
狙
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

支
部
も
検
討
を
要
し
ま
す
。 

定 

例 

行 

事 

 

 

 第 22 回 

参加者の皆様 

 

 

 

フクロウショー 

を楽しみました 

 

最高の盛り上がり

で乾杯をしました 


